
祭
祀
碑
に
注
目
し
て
、
そ
の
残
存
率
や
立
碑
時
期

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
筆
者

が
実
見
し
た
帝
陵
で
の
祭
祀
碑
の
残
存
す
る
も
の

を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
漢
文
帝
覇
陵
U
所
在
地
は
三
二
省
西
安
市
覇
陵

　
　
区
毛
霧
院
村
。
康
煕
七
年
・
同
三
七
年
・
雍

　
　
正
元
年
・
乾
隆
一
四
年
・
二
二
〇
年
・
同
二

　
　
五
年
・
同
二
七
年
・
嘉
慶
二
四
年
及
び
年
次

　
　
不
詳
の
二
代
祭
祀
碑
九
基
が
残
存
す
る
。
そ

　
　
の
他
に
方
形
基
座
の
み
が
一
六
基
残
存
す
る
。

　
寒
流
帝
杜
陵
“
陳
西
甲
西
安
市
曲
江
郷
三
兆
村
。

　
　
康
煕
七
年
写
声
基
・
雍
正
三
年
・
乾
隆
三
年

　
　
の
清
代
祭
祀
碑
四
基
が
残
存
す
る
。

　
唐
高
祖
献
陵
一
陳
西
省
蕪
原
県
警
木
郷
永
合
村
。

　
　
康
煕
…
一
七
年
の
祭
祀
碑
一
基
の
み
が
残
存
す

　
　
る
。

　
唐
太
宗
昭
陵
”
陳
西
素
論
盗
難
姻
霞
・
趙
鎮
・

　
　
北
畑
郷
。
宋
代
以
降
の
祭
祀
碑
一
三
基
が
残

　
　
存
す
る
が
、
明
成
化
元
年
「
御
製
祝
文
」

　
　
碑
・
清
乾
隆
一
四
年
「
御
製
祝
文
」
碑
以
外

　
　
は
、
ほ
と
ん
ど
は
摩
滅
や
倒
壊
の
た
め
、
年

　
　
次
は
判
読
不
能
。

，
後
属
島
宗
慶
陵
一
河
南
省
薪
鄭
県
郭
店
郷
陵
上

　
　
村
。
歴
代
の
祭
祀
碑
四
四
基
が
残
存
す
る
。

　
　
う
ち
九
基
は
陵
上
村
民
に
持
ち
去
ら
れ
て
村

　
　
内
で
二
次
利
用
さ
れ
て
お
り
、
陵
葡
に
現
存

　
　
す
る
最
古
碑
は
明
宣
徳
元
叢
書
、
最
新
碑
は

　
　
清
寛
統
二
年
碑
で
、
明
嘉
靖
・
万
暦
年
間
の

　
　
祭
祀
碑
が
多
数
を
占
め
る
。

　
北
黒
八
陵
一
河
南
省
輩
義
市
箔
南
芝
田
鎮
。
太

　
　
祖
永
昌
陵
前
に
明
正
徳
元
年
立
の
「
祭
祀
祝

　
　
文
」
碑
の
み
が
現
存
す
る
。
（
明
代
工
四
回
、

　
　
清
代
二
四
圓
祭
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
嘉

　
　
靖
『
輩
県
警
隔
・
清
乾
隆
『
難
曲
志
』
に
見

　
　
え
る
）
。

　
か
く
見
て
く
る
と
、
後
面
世
宗
柴
栄
の
慶
陵
の

祭
祀
碑
が
突
出
し
て
多
い
の
に
気
付
く
。
五
代
最

後
の
後
周
の
二
代
目
で
、
在
位
は
わ
ず
か
六
年
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
後
の
宋
の
統
｝
の
先
鞭
を
つ

け
た
こ
と
か
ら
、
世
宗
論
栄
に
対
す
る
後
世
の
史

家
の
評
価
は
高
い
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
彼
を
有

名
に
し
た
の
は
元
末
明
初
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

白
話
小
説
『
水
島
伝
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

噌
水
潜
歯
槽
に
は
世
態
蓬
栄
の
嫡
流
の
子
孫
で
あ

る
小
旋
風
柴
進
な
る
人
物
が
登
場
し
、
多
く
の
無

頼
を
邸
に
匿
い
、
官
憲
の
手
が
及
ば
ん
と
す
る
と
、

宋
朝
よ
り
賜
っ
た
「
道
書
鉄
券
」
を
示
し
て
撃
退

す
る
と
い
う
痛
快
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

庶
民
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
絶
大
な
読
者
を
獲
得
し

た
『
水
濫
伝
』
の
影
響
こ
そ
が
、
慶
陵
前
の
祭
祀

碑
の
多
さ
の
最
大
の
背
景
で
あ
ろ
う
。
明
代
以
降

の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
も
、
こ
の
よ
う

に
解
釈
す
る
こ
と
で
了
解
で
き
よ
う
。

二
〇
〇
四
年
度

　
　
史
学
研
究
会
総
会
の
記
録

　
間
野
氏
は
、
イ
ン
ド
・
ム
ガ
ル
朝
の
創
始
者
で

あ
る
バ
ー
ブ
ル
の
回
想
録
㎎
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー

マ
』
に
つ
い
て
概
観
し
、
四
〇
年
に
お
よ
ぶ
御
自

身
の
研
究
・
校
訂
・
訳
注
の
過
程
を
跡
づ
け
、
今

後
の
課
題
を
提
示
さ
れ
た
。
愛
宕
氏
は
、
綿
密
な

踏
査
に
基
づ
き
、
秦
始
皇
帝
陵
か
ら
清
薦
陵
に
い

た
る
五
三
陵
の
現
状
を
紹
介
し
、
陵
前
に
建
て
ら

れ
た
祭
祀
碑
が
各
皇
帝
の
後
世
評
を
示
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
お
二
人
と
も
長
年
に

わ
た
る
研
究
の
成
果
と
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
語

り
、
参
加
者
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
ら
れ
た
。

　
両
講
演
の
問
に
総
会
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
紀

平
英
作
理
事
長
が
挨
拶
し
た
後
、
江
川
温
氏
を
司

会
者
に
選
出
し
、
庶
務
・
編
集
・
会
計
に
関
す
る

報
出
口
・
審
議
が
な
さ
れ
た
。

　
庶
務
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
①
開

か
れ
た
学
会
を
め
ざ
し
て
会
則
を
一
部
改
正
す
る

こ
と
、
②
来
年
度
か
ら
学
生
会
員
の
会
費
割
引
制
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度
を
設
け
る
こ
と
（
次
欄
参
照
）
、
③
来
年
度
か

ら
広
報
担
当
常
務
理
事
・
委
員
を
設
置
す
る
こ
と
、

の
三
点
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
修
や
会
員
名
簿
作
成
に
む
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

　
編
集
（
上
原
真
人
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
漏
の
刊
行
状
況
、
お
よ
び
特
集
号
「
歴
史
学
の

現
在
二
〇
〇
五
」
（
本
号
）
の
編
集
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
会
計
（
田
中
和
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇

〇
四
年
度
決
算
報
告
、
お
よ
び
二
〇
〇
五
年
度
予

箪
案
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
予

算
・
決
算
の
書
式
改
善
や
会
費
滞
納
者
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

　
総
会
・
公
開
講
演
の
の
ち
、
鎌
田
元
一
理
事
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
、
大
会
は
終
了
し
た
。

学
生
会
員
の
会
費
割
引
制
度
に
つ
い
て

　
史
学
研
究
会
で
は
、
二
〇
〇
五
年
度
（
二

〇
〇
五
年
四
月
～
〇
六
年
三
月
）
よ
り
、
学

生
会
員
の
会
費
割
引
制
度
を
設
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

○
学
生
会
員
と
は
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
会
員
を
指
し
ま
す
。

　
①
学
部
学
生
・
大
学
院
生

　
②
研
修
員
・
研
究
生
・
聴
講
生
・
科
目
等

　
　
履
修
生
な
ど
①
に
準
ず
る
身
分
の
者

　
　
（
非
常
勤
講
師
・
研
究
員
等
の
職
を
有

　
　
す
る
者
を
除
く
）

○
学
生
会
員
は
、
　
一
般
六
九
〇
〇
円
の
会
費

を
、
三
九
〇
〇
円
に
割
引
し
ま
す
。

　
す
で
に
会
員
で
あ
っ
て
二
〇
〇
五
年
度
か

ら
学
生
会
員
扱
い
を
望
ま
れ
る
方
は
、
年
度

初
め
に
お
送
り
す
る
会
費
振
込
用
紙
を
用
い

て
、
所
定
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
学
生
会
員
と
し
て
新
た
に
入
会
す
る
こ

と
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
会
届
を
御
請
求

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
多
数
の
院
生
・
学

生
の
み
な
さ
ん
に
御
入
会
い
た
だ
き
、
史
学

研
究
会
の
活
動
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
す
。

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
四
年
七
月
六
日
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
五
日
）

ア
ジ
ア
研
究
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
一
五

史
　
と
美
術
（
史
　
と
美
術
同
並
置
）
七
四
六
～

　
七
四
八

福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
　
社
会
科
学
部
門
（
福

　
島
大
学
教
育
学
部
）
七
二
～
七
三

由
§
譜
§
§
ミ
（
匹
0
9
Φ
σ
Q
一
。
U
Φ
鼠
Φ
鉱
8
）

　
～
＝
三

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
五
六
⊥
二

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
〇
三
～
五
〇

　
五

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
六
七
五
～
六
七
七

古
代
文
化
（
宵
代
学
協
会
）
五
六
－
七
～
九

一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
一
三
二
一
～

　
～
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
＝
ご

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
一
＝
ニ
ー
六
～
九

歴
史
学
報
（
歴
史
学
会
）
一
八
三

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
一
〇
三

信
濃
（
儒
濃
史
学
会
）
五
六
－
七
～
一
〇
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